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糖尿病は、慢性的に血液中の糖（ブドウ

糖）の濃度が上昇している病気で、その

状態が長い間続くと、全身の動脈が硬

く、詰まりやすくなり、腎臓や眼、神経と

いった臓器が障害を受けます。2003年8

月の厚生省報告によると、わが国におけ

る“糖尿病が強く疑われる人”は740万

人に及ぶとされ、5年前の報告に比べ50

万人も増加しています（図１）。毎年、糖

尿病が原因で腎不全となり、透析療法を

導入しなくてはならない人が１万人以上

います。また、後天的失明の原因の第一

位は糖尿病です。糖尿病が発病する原

因は、その人の持つ体質（遺伝的要因）

と生まれてからの生活環境（環境的要

因）の両者が関与すると言われています。

糖尿病になりやすい遺伝子（疾患感受

性遺伝子：図２）を見つけ出せば、将来の

糖尿病の治療に役立てたり、発病そのも

のを抑えることができるようになるのでは

と考えられています。糖尿病になりやす

い遺伝子を探すためにいろいろなアプ

ローチの仕方で研究が進められています

が、そのひとつが糖尿病患者さんの遺伝

子配列と糖尿病でない健康な人の遺伝

子配列を比べて、異なっている部位を見

つけようという方法です。糖尿病という病

気についての解説と遺伝子解析方法、

解析結果の一部を展示します。

糖尿病と遺伝子
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糖尿病や高血圧などの「ありふれた病

気」は、遺伝と環境の両方が関わって発

症する多因子病と考えられています。多

因子病に関わる遺伝子を特定するには、

患者さんと病気でない人のゲノム配列の

個人差（多型）を比較して、その差の程

度から病気との関連を検討する「関連解

析」が有効だと言われています。

統合失調症は高い罹患率の多因子病

で、その発症には脳内の主要な神経伝

達物質「グルタミン酸」の伝達異常が関

わっていると言われています。そこで私達

は、２０種類以上あるグルタミン酸受容体

の遺伝子を発症に関わる遺伝子の候補

として、関連解析を行っています。その

際、遺伝子ごとに選択した複数の多型

の頻度に加え、多型間のつながりの度

合い（連鎖不平衡）も検討している点が

私達の手法の特徴です。研究の結果、

代謝型グルタミン酸受容体3型遺伝子

が発症に関わっているらしいということが

わかり、前回のゲノムひろばで発表しまし

た。今回は、連鎖不平衡をさらに詳しく調

べて病気に関わる多型の位置のしぼり

こみを行いました。また、多因子病に関わ

る遺伝子を特定する他の方法として、連

鎖解析法やモデル動物を使った方法に

ついてもわかりやすく紹介したいと思いま

す。

ショウジョウバエはお酒や果物の匂いに

集まる、赤い目をした体長数ミリの小さな

ハエです。お酒の好きな架空の動物

「猩 （々ショウジョウ）」の名前がついてい

ます。飼いやすく世代交代期間が短い

ので、遺伝に関する研究がとても進んで

います。ヒトとハエは見た目がずいぶん違

いますが、それぞれのかたちを作る上で働

く遺伝子の基本的なものは共通してい

ると考えられています。ハエゲノムは

2000年に全てが解読されましたが、実は

ゲノムの塩基配列を読んだだけではゲノ

ムの働きは分かりません。ハエゲノムの

中には１万５０００個程度の遺伝子があ

り、まだ働きの分かっていないものが数

多くあります。ハエのかたちが出来るまで

にどんな遺伝子がいつ、どんな細胞で働

いているのかが分かれば、ヒトが成長す

るしくみを理解するのにも役立ちます。私

たちは、生きたままのハエの細胞に光る

タンパク質でしるし（標識）をつけ、幼虫

や成虫のかたちができあがるまでの変化

を調べています。会場では、光るタンパク

質で標識した細胞が分裂し、移動し、そ

のかたちを変えていくようすを、時間を縮

めて見られるようにしたムービーで紹介

し、生き物のかたちができていく不思議

に迫ります。

生きているゲノムが作り上げる生き物のかたち
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（図1）GETDBの画面

（図2）GFP標識胚の写真
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遺伝する病気があることはよく聞きますよ

ね。では病気の原因となる遺伝子とはな

んでしょう？そもそも遺伝子とは？今年4

月にヒト全ゲノムの解読終了宣言が出

されましたが、ゲノムと遺伝子は同じなの

でしょうか？

私たちの遺伝情報は多くの設計図の集

まり。情報を記しているのはたった4種類

の文字（A、T、G、C）ですが設計図全体

では実に30億字。仮に文字を1mm間隔

に並べると1人の人間の全遺伝情報は

およそ日本列島の長さに（3000km）な

ります（図１）。この中に数千から数万の

文字で書かれた体の部品となるタンパク

質の設計図が約3万種類含まれていま

す。1つの設計図をそれぞれ遺伝子、全

ての設計図が揃った１セットをゲノムと呼

びます。私達には全てが必要でこの中の

たった1つの文字が変化しても場所に

よってはそれを元にできる部品が正しく働

きません。病気の原因になることもありま

す。つまり病気の遺伝子とは、何らかの

原因で変化してしまった遺伝子なので

す。病気の遺伝子探索は患者さんで変

わってしまった設計図、異常遺伝子を見

つけ出すこと。遺伝連鎖の考え方を使っ

て、ゲノムという日本列島で1mm単位の

犯人を追う大捜査（図２）を紹介します。

病気を起こす犯人捜し
～関節リウマチの原因遺伝子探索～
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（図1）全国（ゲノム）に捜査網を張れ！ （図2）犯人（疾患遺伝子）の潜伏場所を探せ！

生きものはゲノムを持つ

病気とゲノム

病気とゲノム

病気とゲノム


